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□ 区からのコメント
　「介護者のつどい」は介護者の参加が限定的であることが課題でしたが、介護者アンケートから得られたニーズを元に介
護者を対象とした講座を実施することで、新規参加者の開拓につながりました。今年度は新たに日野団地に生活援助員
派遣事業が導入され、日野団地生活相談室が設置されました。生活相談室と相談内容を迅速・的確に共有し、連携した
支援が実現するよう取り組んでください。当面はコロナの感染に配慮した運営が続くと思いますが、新たに整備されたWi-
Fi設備を積極的に活用した事業展開を期待しています。

　令和３年度もコロナ感染防止のため、諸室の貸出しや相談業務、各種事業の実施など年度を通じて流動的な対応が求
められました。そうした中でも、地区別計画の推進を通じた地域づくりに向けて、区役所や区社会福祉協議会とも連携しな
がら、各種の取組にご尽力頂きました。引き続き、地域の皆様の期待に応えられるよう、適切・健全な施設運営をお願い
いたします。

令和3年度 日下地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
一昨年度末から続く新型コロナウイルス感染症に伴う感染症拡大予防の取り組みは、ケアプラザの利用の制限や行事等
の中止等により大幅に拠点としての利用が減少しています。また、地域においても福祉保健活動や地域の方々が気軽に
集まる機会等が自粛により制限されやはり団体、個人問わず不活発な状態が続いています。ケアプラザとしては、感染拡
大防止に最大限の注意を払いながら引き続き「身近な拠点」としての「場」をつくれるように務めていくとともに、新たな活動
を企画したり、地域の福祉保健活動の支援を充実させることを重点に取り組んでいきます。また、個別の支援においても、
各部門の専門性をいかし連携するとともに外部の関係機関とも連携しながら支援が必要な方々に寄り添っていきます。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

オンラインを活用した事業運営を行う。

介護者アンケート結果より現状とニーズ把握を行い、介護者の集いに活かす。

スマホ講座を開催し、高齢化で衰退する自主活動グループの活性化を図る。

おうち時間を活用した「つながろう日下プロジェクト」の継続する。

子どもから高齢者まで、見守りネットワークの推進を目指した取り組みを継続する。

一昨年度末から発生した新型コロナウイルスは、年度当初から感染が治まらず緊急事態宣言等の発令を受け、ケアプラザの運営に支
障を来している。この間、感染拡大防止を最大限に配慮して運営しなければならなくなったことから、貸館利用等の制限や自主事業等の
中止や縮小により、ケアプラザの来館者数が大幅に減少している。その結果、「地域の身近な福祉保健活動の拠点」としての機能が低
下し、地域の福祉保健団体等の活動の支援や地域とのつながりへの影響も心配される状況になっている。徐々に貸館業務等が緩和さ
れるのに合わせ、地域や福祉保健団体と共に活動の内容を再検討し実行に移してきているが新型コロナウイルスの感染拡大防止を
図っても自粛した活動にならざるを得ない。今後も「新しい生活スタイル」を意識しながら、地域交流・生活支援・地域包括支援センター及
び介護保険事業の通所介護・居宅介護支援事業の部門の強みを生かし地域と共に連携して取り組んでいく方針である。
　長引くコロナの影響を受けながらも、在宅の生活が安心して続けられるように取り組めたこととしては、昨年度同様、数カ所の地域の拠
点をまわる「移動販売」での支援が上げられる。買い物困難の問題解決と住民同士のふれあいと見守り支援の充実が限られた地域拠
点ではあるが地域の活性化につながっていると思われる。一方、施設内でも、少しでも安心して利用につながるように工夫を重ね、新た
に整備されたWi-Fi設備を使った通信の講座や利用の紹介を行っており今後の活発な利用につなげたい。子育て関係の支援は、若い世
代の地域への関わりのきっかけにつながることもあり自主事業の開催や子育て支援の団体の部屋利用につながぐことができてよかっ
た。今後も広報誌やホームページ等を活用し利用につなげたい。
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